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(57)【要約】
【課題】　先端部を細径にして小型にできると共に、先
端部に設けられるカバー体を水密に固定して脱落を防止
した内視鏡の提供。
【解決手段】　内視鏡１は、被検体に挿入される挿入部
２と、挿入部２の先端に設けられ、基端部分が細径とな
る段差部１１を有する筒状の樹脂カバー１０と、段差部
１１の外径内に設けられた第１の係合部１３と、段差部
１１の外径内で第１の係合部１３に係合して樹脂カバー
１０を挿入部２の長手軸方向に動かないように接続する
第２の係合部３２と、段差部１１を覆うように接続され
、第１の係合部１３および第２の係合部３２による接続
部を被覆する外装管２６と、を備えている。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体に挿入される挿入部と、
　前記挿入部の先端に設けられ、基端部分が細径となる段差部を有する筒状の樹脂カバー
と、
　前記段差部の外径内に設けられた第１の係合部と、
　前記段差部の外径内で前記第１の係合部に係合して前記樹脂カバーを前記挿入部の長手
軸方向に動かないように接続する第２の係合部と、
　前記段差部を覆うように接続され、前記第１の係合部および前記第２の係合部による接
続部を被覆する外装管と、
　を備えたことを特徴とする内視鏡。
【請求項２】
　前記外装管に被覆され、前記第２の係合部が設けられた円環状の口金を備えていること
を特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項３】
　前記第１の係合部は、前記段差部に基端部分に形成された凹部状の溝部であって、
　前記第２の係合部は、前記溝部に係合する相似形状の凸部であることを特徴とする請求
項１または請求項２に記載の内視鏡。
【請求項４】
　前記第１の係合部は、前記段差部に基端部分から延設されたフック部であって、
　前記第２の係合部は、前記フック部を係止する相似形状の凹部であることを特徴とする
請求項１または請求項２に記載の内視鏡。
【請求項５】
　前記第１の係合部は、前記段差部の側周一部分に形成された第１の切欠き部であって、
　前記第２の係合部は、前記口金の側周一部分に形成され、前記第１の切欠き部に係合す
る第２の切欠き部であることを特徴とする請求項２に記載の内視鏡。
【請求項６】
　前記第１の係合部は、前記段差部の基端部分および前記口金の先端部分に形成された凹
部状の溝部であって、
　前記第２の係合部は、前記段差部の前記溝部と前記口金の前記溝部によって形成された
形状に相似した係合片であることを特徴とする請求項２に記載の内視鏡。
【請求項７】
　前記外装管に被覆され、周方向に複数のスリットを長手軸方向沿って互い違いに形成し
た金属管を備え、
　前記金属管の先端に前記第２の係合部が設けられていることを特徴とする請求項１に記
載の内視鏡。
【請求項８】
　前記口金は、先端部分に孔部を備えた内径方向に細径となる環状の土台部が形成され、
　前記土台に前記段差部が積層する様に前記樹脂カバーの樹脂が前記孔部を埋めるように
インサート成形されていることを特徴とする請求項２に記載の内視鏡。
【請求項９】
　前記土台部には、長孔状の前記孔部が複数形成されていることを特徴とする請求項８に
記載の内視鏡。
【請求項１０】
　前記外装管に被覆され、樹脂カバーを形成する樹脂が網状素線間に入り込むように、先
端部分が前記段差部に埋め込まれた素線を編組した網状管を備えていることを特徴とする
請求項１に記載の内視鏡。
【請求項１１】
　前記樹脂カバーは、透明樹脂から形成され、
　前記樹脂カバーの中央に形成された開口部に設けられた観察光学系と、
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　前記観察光学系の周囲に設けられた光伝達部材と、
　を備えたことを特徴とする請求項１から請求項１０のいずれか１項に記載の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被検体内に挿入する挿入部の外径寸法が特に小さな内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　周知の如く、内視鏡は、生体の体内（体腔内）の観察、処置など、または工業用のプラ
ント設備内の検査、修理などのため広く用いられている。
【０００３】
　特に医療用の内視鏡のうち、例えば耳鼻咽喉用に用いられるものは、挿入部の外径寸法
が非常に小さく細径となっている。
【０００４】
　このような従来の内視鏡では、挿入部先端の中央部に観察窓が配設され、この観察窓の
周囲に照明用のライトガイドファイバからの照明光を被検対象部位に照射する照明窓が設
けられている。
【０００５】
　例えば、特許文献１には、観察窓と、観察窓の外周を囲むように照射光を照射する照射
部の先端面を覆うように、照射部から照射された照射光を透過可能な透明部材を備えた内
視鏡の先端部の技術が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１３－１０６９０７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、ライトガイドファイバは、洗浄滅菌消毒の耐性が低く、従来の内視鏡の先端
部に開示されるような保護部材としての透明カバー体である透明部材が必要とされる。こ
の透明部材は、水密を確保すると共に、内視鏡の先端部から脱落しないようにする必要が
ある。
【０００８】
　しかしながら、従来の内視鏡では、透明部材、先端部外筒および外皮チューブが積層し
た構造となっており、先端部の外径が太径化する要因となる課題があった。
【０００９】
　さらに、従来の透明部材は、対物レンズ枠、対物レンズ保持筒および対物レンズのそれ
らと単に接着されて一体となった構造であるため、脱落する虞があるという問題があった
。
【００１０】
　そこで、本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、先端部を細径にして小型に
できると共に、先端部に設けられるカバー体を水密に固定して脱落を防止した内視鏡を提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明における一態様の内視鏡は、被検体に挿入される挿入部と、前記挿入部の先端に
設けられ、基端部分が細径となる段差部を有する筒状の樹脂カバーと、前記段差部の外径
内に設けられた第１の係合部と、前記段差部の外径内で前記第１の係合部に係合して前記
樹脂カバーを前記挿入部の長手軸方向に動かないように接続する第２の係合部と、前記段
差部を覆うように接続され、前記第１の係合部および前記第２の係合部による接続部を被
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覆する外装管と、を備えている。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、先端部を細径にして小型にできると共に、先端部に設けられるカバー
体を水密に固定して脱落を防止した内視鏡を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の一態様の内視鏡が備える挿入部の先端部分の構成を示す斜視図
【図２】同、挿入部の先端部分の構成を示す部分断面図
【図３】同、透明樹脂カバーと口金の接続構成を示す分解斜視図
【図４】同、透明樹脂カバーと口金が接続された状態を示す側面図
【図５】同、第１の変形例の挿入部の先端部分の構成を示す断面図
【図６】同、第２の変形例の透明樹脂カバーとスリット蛇管が接続された状態を示す断面
図
【図７】同、第２の変形例の透明樹脂カバーとスリット蛇管が接続される状態を示す分解
斜視図
【図８】同、第２の変形例の透明樹脂カバーとスリット蛇管が接続された状態を示す斜視
図
【図９】同、第３の変形例の透明樹脂カバーと口金が接続される状態を示す側面図
【図１０】同、第３の変形例の透明樹脂カバーと口金が接続された状態を示す側面図
【図１１】同、第４の変形例の透明樹脂カバーと口金が接続される状態を示す側面図
【図１２】同、第４の変形例の透明樹脂カバーと口金が接続された状態を示す側面図
【図１３】同、第５の変形例の透明樹脂カバーと口金の接続構成を示す分解斜視図
【図１４】同、第５の変形例の透明樹脂カバーと口金が接続された状態を示す側面図
【図１５】同、第６の変形例の透明樹脂カバーと口金が接続された状態を示す部分断面図
【図１６】同、第６の変形例の透明樹脂カバーと口金が接続された状態を示す断面図
【図１７】同、第７の変形例に係る別形態の透明樹脂カバーと口金が接続された状態を示
す断面図
【図１８】同、第７の変形例に係る別形態の口金の構成を示す側面図
【図１９】同、第８の変形例の透明樹脂カバーとブレードが接続された挿入部の構成を示
す部分断面図
【図２０】同、第８の変形例の透明樹脂カバーとブレードが接続された状態を示す部分断
面図
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明である内視鏡について説明する。なお、以下の説明において、各実施の形
態に基づく図面は、模式的なものであり、各部分の厚みと幅との関係、夫々の部分の厚み
の比率などは現実のものとは異なることに留意すべきであり、図面の相互間においても互
いの寸法の関係や比率が異なる部分が含まれている場合がある。
【００１５】
　なお、以下の構成説明における内視鏡は、生体の上部または下部の消化器官に挿入する
ため挿入部が可撓性のある所謂軟性鏡を例に挙げて説明するが、これに限定されることな
く、外科用に用いられる挿入部が硬質な所謂硬性鏡にも適用できる技術である。
【００１６】
　先ず、図面に基づいて本発明の一態様の内視鏡を説明する。図１は、内視鏡が備える挿
入部の先端部分の構成を示す斜視図、図２は挿入部の先端部分の構成を示す部分断面図、
図３は透明樹脂カバーと口金の接続構成を示す分解斜視図、図４は透明樹脂カバーと口金
が接続された状態を示す側面図である。
【００１７】
　本発明の第１の実施形態の内視鏡１は、図１に示すように、被検体内に挿入される挿入
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部２を有している。この挿入部２は、可撓性有しており、図示しない操作部に基端が連結
されている。
【００１８】
　そして、挿入部２には、先端に設けられ先端部３に対物光学系である観察窓としての観
察レンズ２１と、この観察レンズ２１の周囲に設けられた先端カバーとしての透明部材で
ある筒状の透明樹脂カバー１０と、が設けられている。
【００１９】
　なお、挿入部２は、先端部３に連設され、操作部からの遠隔操作によって湾曲する湾曲
部を備えた構成であってもよい。なお、ここでの挿入部２は、医療用の内視鏡１としては
２～５ｍｍ程度の細径な外径を有している。
【００２０】
　先端部３には、図１に示すように、中央に観察窓としての観察レンズ２１が配置され、
観察レンズ２１の周囲に被検体の体内に照射光を照射する光伝達部材としての光ファイバ
束であるライトガイドファイバ２４が内部に配置されている。
【００２１】
　ここでの内視鏡１は、観察レンズ２１を含むレンズ群である観察光学系２０が筒状のレ
ンズ枠２３に保持されており、この観察光学系２０の基端にイメージガイド２２が設けら
れた所謂ファイバ内視鏡である。
【００２２】
　イメージガイド２２は、レンズ枠２３に先端部分が挿入して保持され、レンズ枠２３の
基端から柔軟な外皮２８によって被覆されて挿入部２内に配設されている。
【００２３】
　ライトガイドファイバ２４は、先端部分がレンズ枠２３の周囲を覆うように配設され、
透明樹脂カバー１０に先端が突き当てられるように被覆されている。
【００２４】
　このライトガイドファイバ２４は、透明樹脂カバー１０と接合される口金３０の基端か
ら柔軟な内装樹脂管２７によって被覆されて挿入部２内に配設されている。
【００２５】
　なお、口金３０の基端部分には、内径方向に細径となる段差部３１が形成され、この段
差部３１に金属網状管であるブレード２５の先端部分が半田または溶接によって接合され
ている。
【００２６】
　透明樹脂カバー１０の基端部分にも、内径方向に細径となる段差部１１が形成され、こ
の段差部１１に外皮として蛇管である外装樹脂管２６の先端部分が被せられている。
【００２７】
　この外装樹脂管２６は、透明樹脂カバー１０の基端から口金３０およびブレード２５を
被覆している。なお、外装樹脂管２６は、樹脂チューブを接着した構成でもよいし、透明
樹脂カバー１０の段差部１１、口金３０およびブレード２５の外周面に直接、樹脂成形す
る構成としてもよい。
【００２８】
　また、透明樹脂カバー１０の段差部１１、口金３０およびブレード２５のそれぞれの外
径は、段差が生じないように寸法が合わせられているものである。
【００２９】
　ここで、透明樹脂カバー１０および口金３０の構成およびそれらを互いに接続する構成
について、以下に詳しく説明する。　
　透明樹脂カバー１０は、ポリサルフォン、ポリカーボネート、ポリアミド（ナイロン）
、ポリエステル、アクリルなどの透明な樹脂などから形成され、図３および図４に示すよ
うに、先端が略砲弾形状となっており、中央にレンズ枠２３の先端が配置される開口部１
２を有している。
【００３０】
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　この透明樹脂カバー１０の段差部１１の基端部分の外径内に、ここでは略Ｔ字溝形状の
脱落防止部の一方を構成する被係合部としての係合凹部１３が周方向に複数、少なくとも
２つ形成されている。この係合凹部１３は、段差部１１の基端縁部から先端に向けて切欠
き形成されている。
【００３１】
　口金３０は、ステンレスなどから形成された金属円環部材であって、先端から延設する
ように、ここでは略Ｔ字凸部形状の脱落防止部の他方を構成する係合凸部３２が周方向に
複数、少なくとも２つ形成されている。
【００３２】
　なお、透明樹脂カバー１０と口金３０は、内外径が略同一となるように形成されている
。また、透明樹脂カバー１０の係合凹部１３と口金３０の係合凸部３２は、略同一な相似
形状となっており、周方向の間隔が同一となるようにそれぞれが形成されている。
【００３３】
　そして、透明樹脂カバー１０と口金３０は、係合凹部１３に係合凸部３２が係入されて
嵌り込むことで、互いが接続される。なお、係合凸部３２は、透明樹脂カバー１０の段差
部１１の外径内に形成されている。
【００３４】
　即ち、透明樹脂カバー１０に形成された略Ｔ字状のキー溝となる係合凹部１３に、口金
３０に設けられた略Ｔ字状のキーとなる係合凸部３２が係合することで、軸方向（挿入部
２および先端部３の長手軸方向）に動かないようにして互いが抜けないように接続され、
透明樹脂カバー１０が口金３０からの脱落が防止される。
【００３５】
　なお、透明樹脂カバー１０が口金３０からの脱落が防止されるキー構造としての係合凹
部１３および係合凸部３２は、略Ｔ字形状に限定されることなく、透明樹脂カバー１０と
口金３０が軸方向に互いが抜けないように接続される形状であれば、如何なる形状として
もよい。
【００３６】
　また、ここでは、透明樹脂カバー１０に係合凹部１３を形成し、口金３０に係合凸部３
２を設けた構成を例示したが、係合する凹凸を逆に設けた構成としてもよい。
【００３７】
　さらに、係合凹部１３および係合凸部３２は、透明樹脂カバー１０および口金３０の中
心点対称の２箇所に形成することで、透明樹脂カバー１０および口金３０を軸方向に対し
て直交する方向にスライドして組み付けることができる。
【００３８】
　また、係合凹部１３および係合凸部３２を３箇所以上とした場合、係合凸部３２を薄肉
にして、弾性変形の範囲内に広げて係合凹部１３に係入することで、係合凹部１３および
係合凸部３２を組み付けることができる。
【００３９】
　このように係合凹部１３および係合凸部３２が接続された後、内装樹脂管２７に収容さ
れて先端部分が内装樹脂管２７から延出する観察光学系２０を保持するレンズ枠２３、イ
メージガイド２２およびライトガイドファイバ２４が係合凹部１３および係合凸部３２内
に組み付けられる。
【００４０】
　このとき、挿入部２の内蔵物であって、先端部３内に収容されるレンズ枠２３、イメー
ジガイド２２およびライトガイドファイバ２４の先端部分の周囲には、水密保持のための
接着剤が充填される。
【００４１】
　そして、ブレード２５が口金３０の段差部３１に接合された後、図２に示したように、
外装樹脂管２６が透明樹脂カバー１０の段差部１１から一体的に被覆されて挿入部２が組
み立てられる。
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【００４２】
　このように、内視鏡１の挿入部２は、透明樹脂カバー１０の段差部１１から基端側が外
装樹脂管２６に被覆された構成となっており、特に、透明樹脂カバー１０と口金３０との
接続部分が外装樹脂管２６に覆われるため、確実に水密保持される構成となっている。
【００４３】
　以上の説明により、本実施の形態の内視鏡１は、挿入部２の先端部３において、透明樹
脂カバー１０の係合凹部１３に、口金３０の係合凸部３２が係合して、透明樹脂カバー１
０が口金３０に対して軸方向（挿入部２および先端部３の長手軸方向）に抜けないように
した機械的な接続構造であるため、透明樹脂カバー１０の脱落を防止することができる。
【００４４】
　さらに、内視鏡１は、挿入部２の透明樹脂カバー１０と口金３０が積層することなく接
続して、外皮チューブである外装樹脂管２６を被せた構造となっているため、先端部３を
細径化できて小型にすることができる。その結果、内視鏡１の挿入部２も細径化すること
ができる。
【００４５】
（第１の変形例）
　図５は、第１の変形例の挿入部の先端部分の構成を示す断面図である。　
　以上の説明では、内視鏡１を所謂ファイバ内視鏡として例示したが、例えば、図５に示
すように、ライトガイドファイバ２４を光伝達部材としての検出ファイバとして、照明フ
ァイバ４１を螺旋状に駆動させるアクチュエータ４２を備えた走査型内視鏡にも、上述の
透明樹脂カバー１０と口金３０の接続構造を適用することで、透明樹脂カバー１０の脱落
を防止し、先端部３および挿入部２を細径化することができる。
【００４６】
（第２の変形例）
　図６は、第２の変形例の透明樹脂カバーとスリット蛇管が接続された状態を示す断面図
、図７は第２の変形例の透明樹脂カバーとスリット蛇管が接続される状態を示す分解斜視
図、図８は第２の変形例の透明樹脂カバーとスリット蛇管が接続された状態を示す斜視図
である。
【００４７】
　図６に示すように、周方向に複数のスリット５１を長手軸方向沿って互い違いに形成し
た金属製の蛇管５０に係合凸部５２を設け、この係合凸部５２を透明樹脂カバー１０の係
合凹部１３に係入させる構成としてもよい。
【００４８】
　上述の実施の形態で説明したように、一般的に、内視鏡１の挿入部２には、ブレード２
５を設けて高トルクを伝達できるようにしている。
【００４９】
　この複数のスリット５１が形成された蛇管５０とすることで、ブレード２５を設けなく
とも挿入部２を高トルク伝達できるようにすることができる。
【００５０】
　そのため、内視鏡１の挿入部２は、口金３０およびブレード２５が必要なくなり、特に
口金３０の段差部３１に積層して半田または溶接で接合するブレード２５の接続部分が太
くなることを防止することができる。その結果、挿入部２をさらに細径化することができ
る。さらに、先端部３の硬質長を短くすることができる。
【００５１】
　なお、蛇管５０をニッケルチタンなどの超弾性金属で形成した場合、形状記憶の特性を
利用して、図７および図８に示すように、係合凸部５２を透明樹脂カバー１０の係合凹部
１３に係入させるときに、外方へ曲げ広げて、熱処理を加えることで、係合凸部５２を元
の状態に復帰させて係合凹部１３に係合することができる。
【００５２】
　さらに、図示しないが、複数のスリット５１を有していない超弾性金属から形成された
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半リジットの蛇管により、極細の挿入部２とすることができる。また、蛇管に硬質パイプ
を用いて、外装樹脂管２６を金属パイプにすることで、極細の挿入部２を備えた硬性内視
鏡としてもよい。
【００５３】
（第３の変形例）
　図９は、第３の変形例の透明樹脂カバーと口金が接続される状態を示す側面図、図１０
は第３の変形例の透明樹脂カバーと口金が接続された状態を示す側面図である。
【００５４】
　ところで、上述したように、透明樹脂カバー１０と口金３０とを組み付けた後に、挿入
部２の内蔵物となる観察光学系２０を保持するレンズ枠２３、イメージガイド２２および
ライトガイドファイバ２４を挿入すると、これら内蔵物が透明樹脂カバー１０と口金３０
との接続部で引っ掛かる場合があったり、内蔵物の周囲に十分な接着剤を充填するのが困
難であったりしていた。
【００５５】
　そこで、図９および図１０に示すように、透明樹脂カバー１０の段差部１１の基端から
延設された、ここでは略矢印形状のフック部１４を設け、このフック部１４が嵌まり込ん
で係止される略矢印状の係止凹部３３を口金３０に形成して、透明樹脂カバー１０と口金
３０とを所謂スナップフィットによって機械的に接合する構成としてもよい。
【００５６】
　なお、口金３０の係止凹部３３の両脇には、係止凹部３３が広がり易いように弾性変形
させるスリット３４が形成されている。
【００５７】
　このように、所謂スナップフィットによって透明樹脂カバー１０と口金３０と接合する
構成とすることで、挿入部２の内蔵物となる観察光学系２０を保持するレンズ枠２３、イ
メージガイド２２およびライトガイドファイバ２４を予め口金３０に装着した状態で透明
樹脂カバー１０を口金３０に接続させることができる。
【００５８】
　これにより、内蔵物を確認しながら、透明樹脂カバー１０を口金３０に接合でき、内蔵
物の周囲に確りと接着剤を塗布、充填できるため、内視鏡１の挿入部２は、より容易に水
密を確保することができる。
【００５９】
（第４の変形例）
　図１１は、第４の変形例の透明樹脂カバーと口金が接続される状態を示す側面図、図１
２は第４の変形例の透明樹脂カバーと口金が接続された状態を示す側面図である。
【００６０】
　図１１および図１２に示すように、透明樹脂カバー１０の段差部１１および口金３０の
側周一部分をクランク形状（Ｕ字状）に切り欠いた切欠き部１５，３５を設けて、透明樹
脂カバー１０を口金３０に軸方向に直交する方向から接合する構成としてもよい。
【００６１】
　このような構成としても、挿入部２の内蔵物となる観察光学系２０を保持するレンズ枠
２３、イメージガイド２２およびライトガイドファイバ２４を予め口金３０から突出させ
た状態から透明樹脂カバー１０を口金３０に接続して、さらに内蔵物を前方に移動させて
組み付けることができる。
【００６２】
　このような構成としても、内蔵物を確認しながら、透明樹脂カバー１０を口金３０に接
合できる。さらに、ここでも内蔵物の周囲への接着剤の塗布および充填が容易となる。
【００６３】
（第５の変形例）
　図１３は第５の変形例の透明樹脂カバーと口金の接続構成を示す分解斜視図、図１４は
第５の変形例の透明樹脂カバーと口金が接続された状態を示す側面図である。
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【００６４】
　図１３および図１４に示すように、口金３０にも、略Ｔ字溝形状の係合凹部３６を形成
して、略Ｈ系状の係合片１６を透明樹脂カバー１０および口金３０の係合凹部１３，３６
によって形成される略Ｈ形状の溝部に係合させて、透明樹脂カバー１０および口金３０を
接合してもよい。
【００６５】
　このような構成としても、挿入部２の内蔵物となる観察光学系２０を保持するレンズ枠
２３、イメージガイド２２およびライトガイドファイバ２４を予め口金３０に装着した状
態で透明樹脂カバー１０を口金３０に接続させることができるため、内蔵物を確認しなが
ら、透明樹脂カバー１０を口金３０に接合でき、内蔵物の周囲に確りと接着剤を塗布、充
填できる。そのため、内視鏡１の挿入部２は、より容易に水密を確保することができる。
【００６６】
（第６の変形例）
　図１５は、第６の変形例の透明樹脂カバーと口金が接続された状態を示す部分断面図、
図１６は第６の変形例の透明樹脂カバーと口金が接続された状態を示す断面図である。
【００６７】
　図１５および図１６に示すように、口金６０の前後に段差部６１，６２を形成し、透明
樹脂カバー１０を口金６０の前方の段差部６１にインサート成形する構成としてもよい。
【００６８】
　なお、口金６０の前方側の段差部６１には、１つまたは複数の孔部６３が形成されてお
り、この孔部６３に透明樹脂カバー１０の樹脂が入り込んで孔部６３を埋めることで、口
金６０から透明樹脂カバー１０が脱落することが防止される。
【００６９】
　即ち、孔部６３に入り込んだ樹脂がアンカとなって、透明樹脂カバー１０の口金６０か
らの脱落が防止される。
【００７０】
　さらに、透明樹脂カバー１０を口金６０にインサート成形するとき、図１６に示す、追
加工によって点線で示す部位１０ａを削り、外装樹脂管２６を接着または成形により被せ
る段差部１１を形成することで、確実に水密を保持すると共に外装樹脂管２６が積層する
箇所の太径化を防止している。
【００７１】
　また、透明樹脂カバー１０の段差部１１と口金６０の段差部６１とが積層されるように
形成することで、金属製の口金６０の段差部６１の外周上に形成する段差部１１を薄肉に
加工することができる。即ち、口金６０の段差部６１は、インサート成形による透明樹脂
カバー１０を保持する環状の土台部となる。
【００７２】
　一般的に、樹脂成形品の限界肉厚は、０．１ｍｍ程度であるが、金属製の口金６０の段
差部６１上での加工であるため、透明樹脂カバー１０の段差部１１を０．１ｍｍ未満の肉
厚とすることができる。
【００７３】
（第７の変形例）
　図１７は、第７の変形例に係る別形態の透明樹脂カバーと口金が接続された状態を示す
断面図、図１８は第７の変形例に係る別形態の口金の構成を示す側面図である。
【００７４】
　図１７および図１８に示すように、口金６０の前方側の段差部６１に長孔形状の複数の
孔部６４を形成して、インサート成形時の透明樹脂カバー１０の樹脂が入り込む容積を大
きくすることで、より、透明樹脂カバー１０が口金３０から脱落することを防止できる。
　また、段差部１１の薄肉範囲が減るため、透明樹脂カバー１０と口金３０とがより強固
に固定され、外部からのねじり力などに対する強度を確保できる。
【００７５】



(10) JP 2017-12554 A 2017.1.19

10

20

30

40

（第８の変形例）
　図１９は、第８の変形例の透明樹脂カバーとブレードが接続された挿入部の構成を示す
部分断面図、図２０は第８の変形例の透明樹脂カバーとブレードが接続された状態を示す
部分断面図である。
【００７６】
　図１９および図２０に示すように、口金３０を設けず、透明樹脂カバー１０の段差部１
１にブレード２５を被せて、例えば高周波でブレード２５を加熱して、段差部１１を溶か
して埋め込むようにして直接接合する構成としてもよい。
【００７７】
　このような構成とすることで、先端部３の硬質長を短くすることができると共に、ブレ
ード２５を形成する網状素線間に透明樹脂カバー１０の樹脂が入り込むため、透明樹脂カ
バー１０の脱落を防止することができる。
【００７８】
　以上に記載の実施の形態に示される全構成要件から幾つかの構成要件が削除されても、
述べられている課題が解決でき、述べられている効果が得られる場合には、この構成要件
が削除された構成が発明として抽出され得るものである。
【符号の説明】
【００７９】
１…内視鏡
２…挿入部
１０…透明樹脂カバー
１１…段差部
１２…開口部
１３，３６…係合凹部
１４…フック部
１５，３５…切り欠き部
１６…係合片
２０…観察光学系
２１…観察レンズ
２２…イメージガイド
２３…レンズ枠
２４…ライトガイドファイバ
２５…ブレード
２６…外装樹脂管
２７…内装樹脂管
２８…外皮
３０…口金
３１，６１，６２…段差部
３２，５２…係合凸部
３３…係止凹部
３４…スリット
４１…照明ファイバ
４２…アクチュエータ
５０…蛇管
５１…スリット
６０…口金
６３，６４…孔部
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